
皆
さ
ん
は
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
令
和
二
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
流
行
の
た
め
、
役
員

会
、
総
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

と
の
交
流
会
も
開
催
で
き
ず
、
又
市
役
所

会
議
室
、
喫
茶
店
む
ー
、
福
祉
プ
ラ
ザ
も

使
用
不
可
で
、
各
部
会
も
開
く
こ
と
が
出

来
な
い
の
で
会
費
の
集
金
も
出
来
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
為
、
行
事
の
報
告
を
兼
ね
て

い
る
こ
の
会
報
も
記
事
が
な
く
て
四
苦
八

苦
し
て
い
ま
す
。
東
京
で
は
毎
日
五
十
人

以
上
の
多
く
の
方
が
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
陽

性
に
な
っ
て
い
ま
す
、
し
か
し
、
神
奈
川

県
は
横
浜
以
外
で
は
落
ち
着
い
て
い
て
、

や
っ
と
今
月
に
入
り
綾
瀬
市
で
は
七
月
中

半
か
ら
会
議
が
始
ま
り
ま
す
。
体
調
確
認
、

マ
ス
ク
着
用
、
広
い
会
議
室
に
少
人
数
で
、

今
年
三
月
ま

で
の
会
議
と

様
変
わ
り
。

福
祉
プ
ラ
ザ

も
五
十
人
部

屋
に
十
五
人

と
ス
カ
ス
カ

状
態
。
で
も

誰
も
コ
ロ
ナ

に
感
染
し
た

く
な
い
の
で

慎
重
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
、

『
高
齢
者
・
障
害
者
に
や
さ
し
く

都
、

ホ
テ
ル
・
施
設
検
索
サ
イ
ト
』

日
本
経
済
新
聞
四
月
二
十
八
日

東
京
都
は
二
十
八
日
、
高
齢
者
や
障
害

者
が
使
い
や
す
い
客
室
や
ト
イ
レ
な
ど
を

備
え
た
都
内
施
設
の
検
索
サ
イ
ト
を
開
設

し
た
。
車
イ
ス
の
幅
な
ど
に
対
応
し
た
ホ

テ
ル
二
七
〇
施
設
と
、
多
目
的
ト
イ
レ
を

持
つ
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
約
六
〇
〇
施
設

を
検
索
で
き
る
。
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
は
開

放
し
、
民
間
企
業
に
も
ア
プ
リ
開
発
を
促

す
。
多
様
性
に
配
慮
し
た
都
市
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
。

開
設
す
る
の
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

か
ら
利
用
で
き
る
検
索
サ
イ
ト
「
だ
れ
で

も
東
京
」
。
出
入
り
口
の
幅
や
多
目
的
ト

イ
レ
の
有
無
な
ど
約
九
十
項
目
の
条
件
で

都
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
施
設
を
検
索

で
き
る
。
英
語
で
も
表
記
し
、
音
声
読
み

上
げ
機
能
も
備
え
る
。

宿
泊
施
設
の
情
報
は
客
室
数
で
一
万
七

千
室
に
及
ぶ
。
一
室
一
室
の
出
入
り
口
の

幅
や
設
備
な
ど
を
新
た
に
調
査
し
て
お
り
、

デ
ー
タ
は
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
な
ど
民
間
で

も
活
用
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は

整
備
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で

ホ
テ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
は
来
客
が
急
減

し
て
い
る
。
収
束
後
に
業
況
を
回
復
す
る

に
は
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
が
欠
か

せ
な
い
た
め
、
民
間
と
も
連
動
し
た
情
報

発
信
を
続
け
、
中
期
的
な
需
要
喚
起
に
つ

な
げ
る
。

［
画
像
：
約
九
十
項
目
の
条
件
で
施
設

を
検
索
で
き
る
サ
イ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
］

『
改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
成
立
』

日
経
新
聞
六
月
十
五
日

政
府
は
六
月
十
二
日
、
改
正
「
高
齢
者
、

障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
（
改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）

の
施
行
日
を
定
め
る
政
令
を
閣
議
決
定
し

た
と
発
表
し
た
。

今
国
会
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と

し
て
の
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
ハ
ー

ド
対
策
に
加
え
、
移
動
等
円
滑
化
に
関
す

る
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
観
点
か
ら

の
施
策
の
充
実
な
ど
ソ
フ
ト
対
策
を
強
化

す
る
「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の

円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
、
5
月
20
日
に

公
布
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
政
令
で
改
正
法
の
施

行
日
を
六
月
十
九
日
と
す
る
。

改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
準
適
合
義
務
の
対
象
施
設
に
公
立

小
中
学
校
と
、
バ
ス
な
ど
の
旅
客
の
た
め

の
停
留
所
な
ど
を
追
加
す
る
た
め
の
規
定

を
整
備
し
た
ほ
か
、
公
共
交
通
事
業
者
に

対
し
て
は
ス
ロ
ー
プ
板
の
適
切
な
操
作
や

照
度
の
確
保
な
ど
、
ソ
フ
ト
基
準
の
遵
守

を
義
務
付
け
る
。

［
写
真
：
ト
ヨ
タJPN

TAXI

バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
イ
メ
ー
ジ
）
］

『
「
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」

施
行
ま
も
な
く
一
年
』

産
経
新
聞
六
月
十
五
日

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
読

書
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
「
読
書
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
」
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
ま
も

な
く
一
年
。
視
覚
や
身
体
な
ど
障
害
の
種

類
に
合
わ
せ
、
電
子
書
籍
や
点
字
書
籍
な

ど
多
様
な
形
式
の
本
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
る
な
か
、
書
籍
の
電
子
デ
ー

タ
の
活
用
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
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費
用
負
担
や
不
正
流
出
の
懸
念
な
ど
、
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
は
多
い
。

障
害
者
の
読
書
環
境
と
い
う
と
、
こ
れ

ま
で
は
視
覚
障
害
者
に
焦
点
が
当
て
ら
れ

て
き
た
。
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
は
、

「
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の

国
民
が
文
字
・
活
字
文
化
の
恵
沢
を
享
受

で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
」
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。

筑
波
大
学
付
属
視
覚
特
別
支
援
学
校
教

諭
の
宇
野
和
博
さ
ん
は
「
読
書
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
に
よ
っ
て
、
発
達
障
害
や
身
体
障

害
な
ど
こ
れ
ま
で
読
書
が
難
し
か
っ
た
人

た
ち
に
も
光
が
当
て
ら
れ
た
。
障
害
の
特

性
に
合
わ
せ
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
上
肢
障

害
や
寝
た
き
り
の
人
は
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

の
が
難
し
い
し
、
本
を
持
て
な
い
人
も
い

る
。
弱
視
や
高
齢
者
に
は
拡
大
文
字
や
見

や
す
い
字
体
の
本
も
必
要
だ
。

電
子
書
籍
の
普
及
も
期
待
さ
れ
て
い
る

が
、
イ
ン
プ
レ
ス
総
合
研
究
所
の
調
査
に

よ
る
と
、
市
場
の
八
割
以
上
を
コ
ミ
ッ
ク

が
占
め
る
。

こ
う
い
っ
た
現
状
を
受
け
、
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
書
籍
の
電
子
デ
ー
タ
だ
。
特

に
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
形
式
の
デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
、
障
害
者
自
身
で
点
訳
ソ
フ
ト
を

使
う
こ
と
も
で
き
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
文
字
を
拡
大
し
た

り
、
音
声
読
み
上
げ
機
能
を
使
っ
た
り
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
る
か
ら
だ
。

た
だ
、
デ
ー
タ
提
供
に
対
応
し
て
い
る

出
版
社
は
少
な
い
。
障
害
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
本
を
多
く
手
掛
け
る
出
版
社
「
読
書
工

房
」
（
東
京
都
豊
島
区
）
の
成
松
一
郎
代

表
は
「
本
に
デ
ー
タ
の
引
換
券
を
付
け
て

い
る
出
版
社
も
あ
る
が
ご
く
一
部
。
ど
の

本
が
デ
ー
タ
提
供
に
対
応
し
て
い
る
か
の

情
報
も
不
足
し
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。

【
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
】

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も

が
本
を
読
め
る
環
境
を
整
え
る
の
が
目
的
。

政
府
が
平
成
三
十
年
に
、
障
害
者
の
読
書

環
境
整
備
を
求
め
た
「
マ
ラ
ケ
シ
ュ
条
約
」

を
採
択
し
た
の
を
背
景
に
昨
年
六
月
、
議

員
立
法
に
よ
り
成
立
し
た
。
国
に
基
本
計

画
と
財
政
措
置
を
義
務
付
け
、
自
治
体
は

計
画
作
成
の
努
力
義
務
と
し
た
。
国
の
基

本
計
画
案
で
は
、
音
声
読
み
上
げ
式
書
籍

や
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
の
普
及
、
図
書
館

で
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
早
け
れ
ば
六
月
下
旬
に
も

策
定
さ
れ
る
。

『
路
線
バ
ス
に
係
る
車
い
す
事
故

対
策
検
討
会
』

読
売
新
聞
六
月
二
十
二
日

国
土
交
通
省
は
六
月
二
十
二
日
、
車
い

す
利
用
者
に
よ
る
路
線
バ
ス
の
車
内
事
故

を
防
止
し
、
安
全
確
保
に
向
け
た
対
策
を

検
討
す
る
と
発
表
し
た
。

車
い
す
利
用
者
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
な
ど
を
機
に
、
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た
機
運
の
醸
成
を
受
て
、
官

民
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
路
線
バ
ス
で
は
、

車
い
す
の
固
定
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

や
、
固
定
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
で
車
内

事
故
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
路
線
バ
ス
に
お
け

る
車
い
す
利
用
者
の
安
全
確
保
に
向
け
て
、

対
応
策
を
検
討
す
る
た
め
の
検
討
会
「
路

線
バ
ス
に
係
る
車
い
す
事
故
対
策
検
討
会
」

を
立
ち
上
げ
る
。
一
回
目
の
会
議
を
六
月

二
十
四
日
に
ウ
ェ
ブ
で
開
催
し
、
路
線
バ

ス
で
の
車
い
す
事
故
の
現
状
・
主
な
論
点

整
理
を
行
う
予
定
。

（
私
自
身
怖
く
て
路
線
バ
ス
に
は
乗
れ
な
い
。

運
転
手
さ
ん
も
一
人
ひ
と
り
仕
様
に
違
う

車
い
す
の
固
定
に
は
、
練
習
だ
け
で
や
ろ
う

と
し
て
も
無
理
が
あ
る
。
）

『
多
機
能
ト
イ
レ
に
使
用
制
限
、

神
奈
川
』

Ｊ
Ｒ
運
行
時
間
内
に
10
駅
で
施
錠

２
０
２
０
・
０
７
・
０
３

一
般
社
団
法
人
共
同
通
信
社

Ｊ
Ｒ
相
模
線
上
溝
駅
の
多
機
能
ト
イ
レ

の
ド
ア
に
張
ら
れ
た
、
使
用
制
限
に
つ
い

て
の
案
内
＝
6
月
17
日
、
相
模
原
市

神
奈
川
県
の
Ｊ
Ｒ
線
の
10
駅
で
、
電
車

の
運
行
時
間
内
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
機

能
ト
イ
レ
の
使
用
を
制
限
し
て
い
る
こ
と

が
3
日
、
分
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
駅
員
が

出
入
り
口
を
施
錠
し
て
い
た
。
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
来
年
に
控
え
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
急
務
と
な
っ
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
横
浜
支
社
は
防
犯
上
の
理
由

な
ど
を
強
調
。
専
門
家
は
「
公
共
交
通
機

関
な
の
に
、
使
用
で
き
な
い
の
は
お
か
し

い
」
と
批
判
す
る
。

使
用
が
制
限
さ
れ
て
い
る
の
は
根
岸
線

で
1
駅
、
相
模
線
で
3
駅
、
南
武
線
で
3

駅
、
横
須
賀
線
で
2
駅
、
横
浜
線
で
1
駅
。

そ
れ
ぞ
れ
始
発
か
ら
午
前
6
時
半
ご
ろ
ま

で
や
、
午
後
9
時
や
午
後
11
時
以
降
に
使

え
な
い
。
支
社
に
よ
る
と
、
10
駅
と
も
駅

員
が
不
在
の
時
間
帯
が
あ
る
。

（
上
の
表
示
板
に
は
、
使
用
で
き
る
時
間
が

書
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
以
外
の
時
間
は
施
錠

さ
れ
て
い
て
使
用
で
き
な
い
。
防
犯
上
の
理

由
と
は
？
車
い
す
障
が
い
者
、
オ
ス
ト
ミ
ー

使
用
者
、
乳
児
を
抱
え
る
親
、
等
は
使
用
で

き
な
い
時
間
に
は
駅
を
利
用
さ
せ
な
い
、
と

い
う
強
い
態
度
が
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

国
交
省
か
ら
の
注
意
で
七
月
六
日
に
、
全
駅

で
施
錠
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
）
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コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
為
、
新
聞
記

事
等
の
編
集
に
な
っ
て
し
ま
い
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

西
川
和
朗


